
日時: 令和 7年 1月 15日水
13：30～16：25（13時開場）

場所: 三重県総合文化センター
多目的ホール（男女共同参画棟）

定員: 250名（先着順）
定員に達した場合、早期に受付を終了する場合があります。
後日セミナーの様子をアーカイブ配信予定（申込者限定）。

三重県資源循環セミナー
令和６年度

資源循環プロジェクト代表

日榮新化㈱資源循環事業部部長代行

本池高大

東北大学大学院環境科学研究科

教授・研究科長吉岡敏明

◆講師プロフィール

時 間 プ ロ グ ラ ム

13:30~13:35 開会

13:35~14:35

基調講演

動静脈連携を可能とするプラスチックとの賢い付き合い方

講師：東北大学大学院 環境科学研究科

教授・研究科長 吉岡 敏明 様

14:35~14:45 休憩

14:45~15:30

国の動向

循環経済に係る最近の国の取組と再資源化事業等高度化法

について

講師：環境省 環境再生・資源循環局

総務課 制度企画室（兼：廃棄物規制課）

室長補佐 水島 大輝 様

15:30~15:40 休憩

15:40~16:10

県内の取組事例

ラベル台紙の水平リサイクル｢資源循環プロジェクト」

講師：資源循環プロジェクト 代表

日榮新化株式会社 資源循環事業部 部長代行

本池 高大 様

16:10~16:25 三重県の取組 資源循環推進課職員

16:25 閉会

環境省環境再生・資源循環局

総務課制度企画室（兼：廃棄物規制課）

室長補佐水島大輝

主催／三重県

後援／一般社団法人三重県産業廃棄物協会

プラスチックリサイクル化学会の副会長の他、
環境省・経済産業省等の各委員会や検討会の
委員を歴任。

【講演内容（予定）】
資源循環分野における動静脈連携に関する最
新の動向、取り組むべき方向性や考慮すべき
ポイントについて解説していただきます。

【講演内容（予定）】
第五次循環型社会形成
推進基本計画や再資源
化事業等高度化法の内
容について紹介いただ
き、循環経済の実現に
向けた社会情勢の動向
や国の取組等について、
環境省の担当者から解

説していただきます。

循環経済に向けた動静脈連携の可能性と期待

循環経済への移行に向けて、事業者の皆さまの今後の取組のきっかけとしていただく

ため、動脈産業と静脈産業の連携による市場への新たな価値の創出につながるよう、資

源循環分野での動静脈連携の可能性と期待について、最新の動向や知見、先進的な取

組事例等を紹介します。

◆申込はこちら
（詳細は裏面をご覧ください）

◆申込期限
令和7年１月10日（金）
１2時まで

2015年に環境省入省。気候変動対策業務や
市役所への出向等を経て2024年7月より現職。
2024年５月に成立した「資源循環の促進の
ための再資源化事業等の高度化に関する法律
（再資源化事業等高度化法）」の主担当とし
て、細部の制度検討等の業務に従事。

リサイクルシステムを構築・社会実装し、リ
サイクル専用台紙の利用拡大と普及に努めて
いる。

【講演内容（予定）】
動静脈連携の先進的取組事例として、取組に
至った経緯や具体内容、課題等について紹介
していただきます。

お問い合わせ先
三重県 環境生活部環境共生局 資源循環推進課
TEL： (059)224-3310 FAX： (059)222-8136 E-mail：shigenj@pref.mie.lg.jp

資源循環、廃棄物処
理・管理、プラス
チック、リサイクル
等をキーワードとし
た持続可能な社会に
向けた資源循環に係
るプラスチックのリ
サイクル技術開発や
動静脈連携による可
能性検討等に取組ま
れている。

東京理科大学理工学部
卒。商社勤務を経て、
2020年4月日榮新化株
式会社途中入社。2024
年3月より資源循環事業
部部長代行に就任し、
現職。2020年4月より
資源循環プロジェクト
代表を兼務。
ラベル台紙に特化した



社名・団体名

所在地
（市町名のみ）

電話番号

FAX番号

役 職 氏 名 E-mail 会場 配信

参加者氏名
（連絡担当者）

参加者氏名

参加者氏名

参加者氏名

参加者氏名

E-mail：shigenj@pref.mie.lg.jp（FAX：059-222-8136）

※受付の確認のため、受付から数日中にご連絡担当者様宛ご連絡させていただきます。
※会場での参加をご希望の方は「会場」の欄に、アーカイブ配信（申込者のみの限定公開）をご希望の方は「配信」の欄に○をご
記入ください。（会場へお越しいただいたうえで、配信をご希望いただくことも可能です。その場合、両方の選択肢に〇をご記
入ください。）
※ご記入いただいた内容は、三重県個人情報保護条例に基づき、細心の注意を払い、適正に管理します。e-mailはアーカイブ
配信のURLの案内やセミナーの内容に変更があった場合の連絡、次回以降のセミナー開催案内に利用させていただきます。
※定員超過の場合、参加者の絞り込みをお願いする場合がございますので、ご協力願います。

令和６年度三重県資源循環セミナー 参加申込書

電車：近鉄・JR津駅下車、西改札口の津駅西口前でバス乗車
【バス停「総合文化センター行き・夢が丘団地行き（系統番号89）」
乗車～バス停「総合文化センター前・総合文化センター」下車】

車：伊勢自動車道津I.Cから約１５分

※ 駐車台数 約1,400台
※ 駐車料金 無料
※ おもいやり駐車場、車いす使用者用駐車区画は立体駐車場 （A-3）と
A-2駐車場となります。（37台分）

※ 可能な限り公共交通機関のご利用をお願いします。

◆会場案内:

◆申込方法： 以下のいずれかの方法によりお申込みください。
１．下記URLもしくは右記の二次元コードからお申し込みください。
https://logoform.jp/f/vErL8

２．下記の参加申込書に必要事項を記載頂き、e-mail（又はFAX）にて

お送りください。

◆申込期限： 令和７年１月10日（金） １2時まで


